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発表内容 近年、ESBL 産生大腸菌の分離報告が増加している。ESBL 産生菌は第

三、第四世代セファロスポリンに対しても耐性を示し、これらが市中およ

び院内感染の原因菌となった場合、広域セファロスポリンによる治療に抵

抗性を示すことから、臨床現場でその動向が警戒されている。なかでも

Cefotaxime（CTX）に対して高い耐性を示す CTX-M型について、福井県

内におけるヒト由来株を検索し、遺伝子型や多剤耐性状況などの傾向を調

査した。 

2013年 4月～2016年 3月に、福井県内の医療機関から提供を受けた大

腸菌菌株について、薬剤感受性および薬剤耐性遺伝子を確認した。薬剤感

受性試験は、CTX、Ciprofloxacin、Nalidixic acid、Ampicillin、Tetracycline、

Streptomycin 、 Sulfisoxazole 、 sulfamethoxazole/Trimethoprim 、

Gentamicin、Kanamycin、Chloramphenicolおよび Fosfomycinの 12種

類の薬剤感受性試験用ディスク（BBL）を使用し、Kirby-Bauer法により

実施した。薬剤耐性遺伝子は、CTX-M 型のβ -ラクタマーゼである

blaCTX-M遺伝子をグループ分けする PCR法で検出した。 

3年間において提供を受けた菌株 474株のうち、薬剤感受性試験で CTX

耐性と判定されたのは 80 株であった。この CTX 耐性株に、医療機関で

ESBL産生大腸菌として分離された株を加えた 203株について blaCTX-M

遺伝子を PCR法で検索したところ、131株が陽性で、CTX-M-1グループ

（以下、G）が 31株（23.7%）、CTX-M-2Gが 13株（9.9%）および CTX-M-9G

が 87株（66.4%）と分類された。O血清型が判明した 66株のうち、O25:H4

が 65.2%（43 株）を占め、その平均耐性薬剤数は 6.8 剤（他 23 株につい

ては 5.6剤）と高かったが、各年度で占める割合は 68.3%、63.2%、50.0%

とやや低下傾向にあった。同一クローンで病原性を有する CTX-M-15型の

血清型 O25:H4の伝播が関与している可能性が考えられる。また、福井県

内での過去の調査で、2008 年までは確認されていなかった O1:H12 が 5

株確認され、CTX-M型 ESBL産生菌の血清型の変化が確認された。 

 


